
１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「ひらかた生き生きマイレージ（介護予防ポイント事業）による活動件数」が目標を達成
している。「高齢者居場所など通いの場の参加率」は未達成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度26.3%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で47.8%、最も低いのが70歳台で22.2%である。
・昨年度と比較すると全体で12.5ポイント減少した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「２．社会参加の支援」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「１．自主グループの活動支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

高齢者が地域でいきいきと暮らせる
09_03 高齢者の社会参加の促進

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『高齢者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 09_03 高
齢者の社会参
加の促進』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

26.3% 19.8% 54.0%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

19.5％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、介護予防拠点を全ての日常生活圏域で対応できるよう配置し、気軽に介護予防に取
り組めるよう環境を整えるとともに、高齢者の短時間の就労を支援する「健康・生きがい就労トライアル事業」に、
より多くの方に参加いただけるよう、事業の更なる周知啓発を進めることで、効果的な介護予防を推進する。
・高齢者の社会参加の促進に向け、ひらかた生き生きマイレージ（介護予防ポイント事業）のサポーター活動に関
連する取組や、短時間の就労的活動を支援する「健康・生きがい就労トライアル事業」の更なる周知啓発により、
効果的な介護予防の推進につなげる。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「施設入所者の地域生活への移行」、「障害者歯科診療件数」、「引継ぎ（紹介）が可能な
歯科医療機関数」は目標を達成している。
・「障害者のグループホーム利用者数」は、未達成だが、目標には近づいている。
・「整備済の機能の数」、「移動支援利用時間」、「コミュニケーション支援員派遣数」、「18歳以上で補聴器
購入費用補助の利用を申請した人数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度16.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で34.8%、最も低いのが70歳台で13.7%である。
・昨年度と比較すると全体では、6.8ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では1.7ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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取り組みには紐づかない施策指標

施策シート【10_01】ー 施策指標

施策名称

指標名 指標の説明 R6 R7 R8 R9 単位 担当課 関連する取り組み等

施設入所者の地域生活への移行
障害福祉計画の目標として掲げる施設入

所者の地域生活への移行者数
3 3 2 2 人 障害企画課 枚方市障害福祉計画（第7期）

3 3 人

移動支援利用時間 1年間の移動支援事業の利用者時間 221,423 243,566 267,922 294,714 時間 障害企画課 -

179,671 172,977 時間

【施策指標の分析 R6】

新型コロナの5類移行後、利用者は徐々に増加しているものの、見込ほどの利用に

は至っていない。

これまで、R6：200,440、R7：194,700と記載して

いましたが、他の事業の数値が誤って加算されていたこ

とから修正を行ったものです。

【施策指標の分析 R7】

利用者は徐々に増加しているものの、見込ほどの利用には至っていない。

福祉事務所

社会参加の促進に向けた福祉サービスの充実

各年度の実績 備考

【施策指標の分析 R6】

目標数値を達成した。次年度以降も引き続き施策を継続していく。

各年度の実績 備考

【施策指標の分析 R7】

目標数値を達成した。次年度以降も引き続き施策を継続していく。
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施策の分析

・「１．グループホームにおける重度障害者受入促進」、「３．地域生活支援のための体制整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高
い。
・「２．くすの木園の跡地活用」、「５．障害者歯科診療日数の拡充」の取組満足度は平均的であるが、関心・期待度・ニーズは低い。
・「４．意思疎通支援の拡充」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは高い。
・「６．補聴器購入補助の拡充」、「7．人工内耳音声信号装置等にかかる費用助成の拡充」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

障害者が地域でいきいきと暮らせる
10_01 社会参加の促進に向けた

福祉サービスの充実

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

16.5% 15.0% 68.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

51.5％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『障害者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『10_01 社
会参加の促進
に向けた福祉
サービスの充
実』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、障害者の社会参加の促進に向けた支援制度のさらなる周知を行う必要がある。また、
重度障害者の地域生活の拠点であるグループホームでの受け入れについては、より受け入れが進むよう、補助制度
の周知を図るとともに、くすの木園跡地における施設整備について着実に進めていく。
・「３．地域生活支援のための体制整備」については、障害者が地域で自立した生活を送れるよう支援するため、
国が市町村に対し整備を求めている「障害者が地域での生活を試行的に体験できる機会や場」について、新たに場
の整備や拠点コーディネーター等の配置を行う障害者居室体験事業として実施する。
・「４．意思疎通支援の拡充」について、必要となる方へ制度利用できるよう、さらなる周知を行う。
・令和８年度より新たに実施する「７．人工内耳音声信号装置等にかかる費用助成の拡充」については、18歳から
22歳到達年度末までに対象を拡充するとともに、制度の周知を行い、利用促進を図る。

施策評価員による評価

・市民全体、枚方市の社会経済活動全体のユビキタス化、ユニバーサルデザイン化のような視点で、施策を整理し
てはどうか。
・障害者の「社会参加の促進」は福祉サービスの充実に加え、他の関連施策にも影響するため、障害者が他の市民
との接点を持てるような機会や場を意図的につくり継続することが有効ではないか。
・「どちらともいえない・わからない」「決め手となった取り組みはない」がともに上位であり、施策が市民に届
いておらず、周知方法を根本的に検討すべきではないか。
・補助制度等の周知をさらに進める必要があるのではないか。社会生活ではコミュニケーションのサポートは重要
で対応も改善してさらに進めてほしい。
・現場の声などをもとにした施策成果等の分析も必要だと考える。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については「遠隔手話通訳サービスの利用件数」は未達成だが、目標には近づいている。「地域活動支援
センター事業の利用者数」、「スポーツ講習会の参加人数」は未達成であり、要因の分析と目標達成に向けた効
果的な取り組みが求められる。

市民満足度の分析

【満足度16.5%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で34.8%、最も低いのが70歳台で13.7%である。
・昨年度と比較すると全体では、6.8ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では1.7ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．日常生活及び社会生活支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．遠隔手話通訳サービスの推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。
・「３．スポーツを通じた障害者の社会参加・交流促進」の取組満足度は平均的であるものの、関心・期待度・ニーズは低い。

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

16.5% 15.0% 68.6%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

51.5％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。

障害者が地域でいきいきと暮らせる
10_02 障害への理解促進、地域

                との交流の場の提供

目指すべき姿
（施策満足
度）『障害者
が地域でいき
いきと暮らせ
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 10_02 障
害への理解促
進、地域との
交流の場の提
供』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

246



５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、障害者への理解促進や地域との交流の場の提供を図るため、対象者への必要な情報
提供や制度周知を行っていく。
・障害者への理解については、交流の場を広げる必要があることから、eスポーツを通じた社会参加・交流や地域
活動支援センターでの活動の周知など、積極的な情報発信を行っていく。

施策評価員による評価

・課題解消に向けて、その原因や理由から具体的な対応策を明らかにしていく必要があるのではないか。
・市民理解や市民との交流機会をどのようにして創り上げていくかが課題と考える。
・障害・福祉分野にとって一番の障壁は、周囲からの「無関心」と考えるため、同じ目線で楽しめる企画を行うの
は有効であり、マスコミへの働きかけやＳＮＳを通じた定期的な発信を行ってはどうか。
・地域の関係団体などへ働きかけ、健常者とともに楽しめるスポーツの普及を支援するなどはできないか。
・交流の場の提供という市民接点型の施策でありながら「どちらともいえない・わからない」「決め手となった取
り組みはない」がともに上位であり、施策が市民に届いておらず、周知方法を根本的に検討すべきではないか。
・「どちらともいえない/わからない」の比率が68.6%と他の施策と比較して高いことは、障害福祉への市民の関心
の低さの表れと考える。引き続き地道な取り組みを進めてもらいたい。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「啓発イベント等に参加した人の満足度」は未達成であり、満足度の増加が求められる。
「人権啓発イベント等の参加者数」は未達成であるものの、目標達成に近づいている。「LGBTQ＋相談（電
話・オンライン（チャット））利用者満足度」は目標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度21.2%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で53.8%、最も低いのが70歳台で17.5%である。
・昨年度と比較すると全体では、9.8ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では9.4ポイント上昇し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．人権尊重の意識醸成」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．性的マイノリティ支援」の取組満足度は高いものの、関心・期待度・ニーズは低い。

一人ひとりが人権を尊重
11_01 人権教育・啓発の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

21.2% 12.7% 66.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.9％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『一人ひ
とりが人権を
尊重』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 11_01 人
権教育・啓発
の推進』に紐
づく取り組み
⇒赤ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、枚方市人権尊重のまちづくり条例の理念を各主体に周知、啓発するとともに、枚方
市人権尊重のまちづくり基本計画について、中間年である令和８年度に社会情勢の変化等に対応した中間見直しを
行う。
・「２．性的マイノリティ支援」について、コミュニティスペース、チャット相談の利用者について今後より効果
的な周知を図る。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・指標については、「DV被害に関する相談件数」については、未達成だが、目標には近づいている。
・「DVに関する各種証明発行件数」、「障害者虐待に関する相談件数」、「障害者虐待に関する相談の結果、
解決・支援につながった割合」、「高齢者虐待に関する相談件数」、「高齢者虐待に関する相談の結果、解決・
支援につながった割合」は目標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度21.2%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で53.8%、最も低いのが70歳台で17.5%である。
・昨年度と比較すると全体では、9.8ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では9.4ポイント上昇した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．ＤＶ防止対策と被害者支援」の関心・期待度・ニーズは低いものの、取組満足度は平均的である。
・「２．障害者の虐待防止と相談支援」の取組満足度、関心・期待度・ニーズともに平均的である。
・「３．高齢者の虐待防止と相談支援」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。

一人ひとりが人権を尊重
11_02 人権侵害への支援の充実

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

21.2% 12.7% 66.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.9％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『一人ひ
とりが人権を
尊重』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『11_02 人
権侵害への支
援の充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、配偶者等からの暴力（DV）や、高齢者、障害者などへの人権侵害に対し、事案が深
刻化する前の早期発見が必要となることから、関係機関と連携しながら支援の充実を図っていく。
・市民意識調査の結果から、より市民の人権意識の醸成につながる取り組みの検討が必要である。

施策評価員による評価

・人権侵害の発見や事前の防止が求められている。受け身ではない見守り体制など、地域ぐるみの多様な主体によ
る仕組みづくりが必要ではないか。
・人権相談について、従来からの電話や来所などの声を通した対応に加え、ＬＩＮＥによる相談やまずはＡＩに相
談するなど、従来にはない方法がとられることも増えており、相談窓口の担当者には新たなスキルが必要になる。
そうしたことを踏まえ、ＡＩが誤情報を流すこともあることを周知することも必要ではないか。
・早期発見と関係機関への連携という方向性は妥当であり、虐待対応の全件支援接続の実績は評価できる。
・気づきの場として元気づくり会議など、地域内で民生委員・児童委員などからの情報を地域包括支援センターと
共有しているが、ベースとなる自治会組織が弱体化している。地域連携のベースとなる、そうした組織に対する体
制維持の取り組みも考える必要があるのではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「国際化関連講座受講者数」以外の指標は、すべて目標値を達成している。

市民満足度の分析

【満足度21.2%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で53.8%、最も低いのが70歳台で17.5%である。
・昨年度と比較すると全体では、9.7ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では9.4ポイント上昇し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「４．多文化共生教育の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．標識等の多言語化」、「３．外国籍の市民等への支援の充実」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「１．多文化共生の推進」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

一人ひとりが人権を尊重
11_03 多文化共生社会の形成の

支援

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『一人ひ
とりが人権を
尊重』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 11_03 多
文化共生社会
の形成の支援
』に紐づく取
り組み⇒赤ダ
イヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

21.2% 12.7% 66.1%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

47.9％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、増加している外国人市民等が安心して暮らし、地域社会において活躍できる環境構
築に向けて、多言語相談窓口の開設や適切な行政サービスを提供するための施策を推進する。
・外国人市民等のための相談窓口設置に向けて、資料の収集やFAQの整備など、情報やノウハウの蓄積を進めてい
く。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「男女共生フロア・ウィルでの相談件数」、「男女共同参画に関する講座等の参加者数」、「周知啓発を行っ
た市内事業者数」、「くるみん・えるぼしの認定を受けた市内事業者数」については、目標を達成している。
「管理職に占める女性の割合」、「２週間以上の育児休業を取得した男性職員の割合」については、未達成だが、
目標には近づいている。「男女共同参画の理解が深まった人の割合」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度17.7%】
・年代別では、最も高いのが19歳以下で46.2%、最も低いのが70歳台で14.7%である。
・昨年度と比較すると全体では、8.7ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）では2.4ポイント減少に留
まっている。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

・「１．市役所男性職員の育児休暇の取得促進による女性が働きやすい環境の推進」については、満足度が高いが、関心・期待度・ニーズが低い。
・「２．市役所女性職員の活躍推進」の取組満足度は高く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「４．男女共同参画の推進」の関心・期待度・ニーズは平均的であるものの、取組満足度は低い。
・「５．男性の育児休暇の取得、女性が働きやすい市内企業の応援」については、関心・期待度・ニーズが高く、満足の決め手としても一定数選ば
れているが、他の取組に比べて相対的に取組満足度が低い。
・「３．女性のための相談支援」の取組満足度、関心・期待度・ニーズはともに低い。

男女共同参画社会が実現している
12_01 女性活躍の推進

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

17.7% 15.9% 66.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

53.4％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『男女共
同参画社会が
実現してい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『 12_01 女
性活躍の推
進』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、女性の活躍の推進を図るとともに、男女がともに仕事と生活を両立することができ
るよう、ワーク・ライフ・バランスの推進を図っていく。また、男女共同参画の阻害要因であるDVの防止に向けた
啓発事業に取り組む。
・困難な問題を抱える女性からの相談について、福祉の関係機関等と連携し、必要な支援の取り組みを進める。
・「５．男性の育児休暇の取得、女性が働きやすい市内企業の応援」については、くるみん・えるぼし認定等の取
得に向けた後押しや、各種相談窓口の案内など、市内事業者の労働環境改善に向けた取組の周知・啓発を行う必要
がある。

施策評価員による評価

・男女共同参画については、枚方市の都市特性を踏まえた、住宅都市、消費都市としての性質に応じた共同参画の
あり方にはなっていないところがあると考える。枚方らしさを発揮するという観点から共同参画の目標や施策の上
乗せを考えるべきではないか。
・性別に関係なく、職員が育児休業を取得することで、他の職員への業務負担増加になっていないかなど、業務の
管理を徹底する必要があるのではないか。属人的な業務のあり方になっていないか、代替職員雇用など、職場環境
を整えることが、育児休業のさらなる取得につながるのではないか。
・市で取り組むキャリアデザイン研修体系を、民間企業でも受けられるような環境や仕組みが整うことを期待する。
・「どちらともいえない・わからない」「決め手となった取り組みはない」がともに上位であり、施策が市民に届
いていないのではないか。満足度低下の要因を分析すべきではないか。
・休暇が取りにくい背景には人手不足がある。特に中小企業における採用が難しい環境にあるため、女性活躍に積
極的に取り組んでいる企業のイメージアップになるような取り組みを行ってはどうか。
・仕事と育児の両立や女性活躍推進という面で優良と評価されるくるみん・えるぼし認定事業者が市内で増加する
ことは社会経済の発展にとっても必要であると考える。また、認定事業者は各種補助金審査時に加点措置を受ける
こともできるため、引き続き認定事業者増加に向けた取り組みを要望する。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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市民満足度の分析

【満足度40.3%】
・年代別では、最も高いのが20歳台で56.5%、最も低いのが19歳以下で30.8%である。
・昨年度と比較すると全体では、12.3ポイント減少したものの、子育て世代（25～44歳）では4.6ポイントの減
少に留まった。

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「平和に関するイベントの参加者数」は目標値を達成している。「平和啓発事業に参加した人の満足度」は
未達成であり、引き続き満足度向上に向けた取り組みが求められる。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

※取り組みが１つのためマトリクス分析不可
・平和の意識醸成

平和の大切さが継承されている
13_01 平和意識の向上

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

40.3% 11.3% 48.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

53.0％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き平和意識の向上を図る取り組みを進める。
・恒久平和に向けて、非核平和宣言都市として、「枚方市平和の日」の取り組みを中心に、平和の尊さと戦争の悲
惨さについて若者を始め広く市民に伝えられるよう取り組みを進める。
・さまざまな平和啓発事業において、引き続き周知・啓発を行い、イベントへの参加者の増加を目指す。
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